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(57)【要約】
【課題】耐水性に優れた油膜を形成する本発明は、水中油型乳化組成物を提供すること。
【解決手段】下記一般式（１）で示される化合物（例えば旭化成ケミカルズ社製ペリセア
（登録商標））と、界面活性剤と、油溶性成分と、水とを含油することを特徴とする油膜
形成性乳化組成物。
【化１】

（上記一般式（１）において、Ｒ1は炭素数１～２３の炭化水素基を示し、Ｒ2は水素又は
炭素数１～３の炭化水素基を示し、Ｙはカルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基
、リン酸エステル基又はそれらの塩を示し、Ｚは－ＮＲ'－（Ｒ'は水素又は炭素数１～１
０の炭化水素基）、－Ｏ－、又は－Ｓ－を示し、ｊ、ｋは０、１、２のいずれかであり、
かつｊ、ｋは同時に０ではなく、ｎは２～２０の整数を示す。Ｘは分子量１００万以下の
炭化水素鎖を示す。）
【選択図】なし



(2) JP 2012-144580 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で示される化合物と、油溶性物質と、水とを含有することを特徴とす
る油膜形成性乳化組成物。
【化１】

（上記一般式（１）において、Ｒ1は炭素数１～２３の炭化水素基を示し、Ｒ2は水素又は
炭素数１～３の炭化水素基を示し、Ｙはカルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基
、リン酸エステル基又はそれらの塩を示し、Ｚは－ＮＲ'－（Ｒ'は水素又は炭素数１～１
０の炭化水素基）、－Ｏ－、又は－Ｓ－を示し、ｊ、ｋは０、１、２のいずれかであり、
かつｊ、ｋは同時に０ではなく、ｎは２～２０の整数を示す。Ｘは置換基を有してもよい
分子量１００万以下の炭化水素鎖を示す。）
【請求項２】
　前記一般式（１）で表される化合物が、下記一般式（２）で示される化合物であること
を特徴とする請求項１に記載の油膜形成性乳化組成物。
【化２】

（上記一般式（２）において、Ｒ1は炭素数１～２３の炭化水素基を示し、Ｒ2は水素又は
炭素数１～３の炭化水素基を示し、Ｙはカルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基
、リン酸エステル基又はそれらの塩を示し、Ｚは－ＮＲ'－（Ｒ'は水素または炭素数１～
１０の炭化水素基）、－Ｏ－、又は－Ｓ－を示し、Ｘ'は、カルボキシル基又はその塩、
－ＮＨＲ'基（Ｒ'は、水素、または炭素数１～１０の炭化水素基）、－ＯＨ基、－ＳＨ基
のうち少なくともいずれか一つを有する炭素数が１～２０の炭化水素鎖を示し、ｊ、ｋは
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０、１、２のいずれかであり、かつｊ、ｋは同時に０ではない。）
【請求項３】
　一般式（１）で示される化合物を０．００１～２０ｗｔ％、油溶性物質０．００１～８
０ｗｔ％、水を含む請求項１又は２に記載の油膜形成性乳化組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有する染毛剤。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有する香気持続性製剤
。
【請求項６】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有する日焼け止め化粧
料。
【請求項７】
 請求項１～３のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有するワックス。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐水性に優れた油膜を形成する乳化組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　乳化組成物には、外相が油相である油中水型（Ｗ／Ｏ型）と、外相が水相である水中油
型（Ｏ／Ｗ型）とがある。例えば、Ｏ／Ｗ型の乳化組成物として特許文献１には、非イオ
ン系界面活性剤を用いた技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２３６３２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１で示したような従来技術では、Ｏ／Ｗ型の乳化組成物は使用感が優れる反面
、油膜が水で流れやすく水性が劣るという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は、前記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、特定の化合物を配合するこ
とによりＯ／Ｗ型でありながら耐水性に優れた乳化組成物が得られることを見出し、本発
明を完成した。
【０００６】
　すなわち、本発明は下記に示す通りである。
［１］下記一般式（１）で示される化合物と、油溶性物質と、水とを含有することを特徴
とする油膜形成性乳化組成物。
【０００７】
【化１】

【０００８】
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（上記一般式（１）において、Ｒ1は炭素数１～２３の炭化水素基を示し、Ｒ2は水素又は
炭素数１～３の炭化水素基を示し、Ｙはカルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基
、リン酸エステル基又はそれらの塩を示し、Ｚは－ＮＲ'－（Ｒ'は水素又は炭素数１～１
０の炭化水素基）、－Ｏ－、又は－Ｓ－を示し、ｊ、ｋは０、１、２のいずれかであり、
かつｊ、ｋは同時に０ではなく、ｎは２～２０の整数を示す。Ｘは置換基を有してもよい
分子量１００万以下の炭化水素鎖を示す。）
［２］前記一般式（１）で表される化合物が、下記一般式（２）で示される化合物である
ことを特徴とする［１］に記載の油膜形成性乳化組成物。
【０００９】
【化２】

【００１０】
（上記一般式（２）において、Ｒ1は炭素数１～２３の炭化水素基を示し、Ｒ2は水素又は
炭素数１～３の炭化水素基を示し、Ｙはカルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基
、リン酸エステル基又はそれらの塩を示し、Ｚは－ＮＲ'－（Ｒ'は水素または炭素数１～
１０の炭化水素基）、－Ｏ－、又は－Ｓ－を示し、Ｘ'は、カルボキシル基又はその塩、
－ＮＨＲ'基（Ｒ'は、水素、または炭素数１～１０の炭化水素基）、－ＯＨ基、－ＳＨ基
のうち少なくともいずれか一つを有する炭素数が１～２０の炭化水素鎖を示し、ｊ、ｋは
０、１、２のいずれかであり、かつｊ、ｋは同時に０ではない。）
［３］一般式（１）で示される化合物を０．００１～２０ｗｔ％、油溶性物質０．００１
～８０ｗｔ％、水を含む［１］又は［２］に記載の油膜形成性乳化組成物。
［４］［１］～［３］のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有する染毛剤。
［５］［１］～［３］のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有する香気持続
性製剤。
［６］［１］～［３］のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有する日焼け止
め化粧料。
［７］［１］～［３］のいずれか一項に記載の油膜形成性乳化組成物を含有するワックス
。
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【発明の効果】
【００１１】
　本発明により、Ｏ／Ｗ型の乳化組成物でありながら、耐水性に優れた油膜を形成する乳
化組成物を提供することが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明の油膜形成性乳化組成物は、下記一般式（１）で示される化合物と、油溶性物質
と水とを含有する組成物である。
　油膜形成性乳化組成物とは油溶性物質が水に分散された組成物であるにもかかわらず、
それが一旦対象物に塗布、乾燥されると、水に分散されにくい油膜が形成される組成物で
ある。
【００１３】
［一般式（１）に示す化合物］
　まず、下記一般式（１）で示される化合物について説明する。
【００１４】
【化３】

【００１５】
　一般式（１）において、Ｒ1は炭素数１～２３の炭化水素基である。好ましくは、炭素
数が７から１７の炭化水素基である。直鎖、分岐鎖、環状鎖、芳香族炭化水素鎖のいずれ
でもよく、置換基を有していてもよい。
【００１６】
　一般式（１）において、Ｒ2は水素または、炭素数１～３の炭化水素基である。カルボ
キシル基かスルホン酸基を有してもよい。炭素数１～３の炭化水素基の具体例としては、
メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ヒドロキシメチル基、ヒドロキシエ
チル基、ヒドロキシ（イソ）プロピル基、ジヒドロキシ（イソ）プロピル基、カルボキシ
メチル基、カルボキシエチル基、カルボキシプロピル基及びスルホエチル基等を挙げるこ
とができる。好ましくは、水素である。一般式（１）において、Ｙはカルボキシル基、ス
ルホン酸基、硫酸エステル基、リン酸エステル基またはそれらの塩である。好ましくは、
カルボキシル基又はその塩である。
【００１７】
　Ｙは、カルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基、リン酸エステル基又はそれら
の塩である。Ｙは、種々の塩基性物質との間に塩を形成し得る。塩を形成しうる金属の具
体例を以下で挙げる。
【００１８】
　アルカリ金属としては、ナトリウム、カリウム及びリチウム等が挙げられる。アルカリ
土類金属としては、カルシウム及びマグネシウム等が挙げられる。上記した以外の金属と
しては、アルミニウム、亜鉛、鉄、コバルト、チタン及びジルコニウム、銀等の塩が挙げ
られる。また、上記した金属を含む塩基性物質としては、特に限定されないが、以下のも
のが挙げられる。有機アミン塩としては、アンモニア、モノエタノールアミン、ジエタノ
ールアミン、トリエタノールアミン及びトリイソプロパノールアミン等の塩が挙げられる
。塩基性アミノ酸塩としては、アルギニン及びリジンの塩が挙げられる。その他にも、ア
ンモニウム塩や多価金属塩等が挙げられる。また、一般式（１）において、Ｙは上記した
塩から任意に選ばれる１種又は２種以上の塩を含んでいてもよい。



(6) JP 2012-144580 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

【００１９】
　一般式（１）において、Ｚは、－ＮＲ'－（Ｒ'は水素または炭素数１～１０の炭化水素
基）、－Ｏ－、又は－Ｓ－である。
　一般式（１）において、Ｘは、分子量１００万以下の炭化水素鎖である。Ｘは、直鎖で
も分枝鎖でも環状鎖でも芳香族炭化水素鎖でもよい。また、Ｘは、置換基を有していても
よく、特にカルボキシル基を有していることが好ましい。Ｘの炭素数は、好ましくは１～
４０であり、分子量は２８～２０００が好ましい。
【００２０】
　また、Ｘがカルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基及びリン酸エステル基等を
含む場合は、種々の塩基性物質との間に塩を形成してもよい。塩を形成しうる金属及びそ
の金属を含む塩基性物質としては、上記の塩が挙げられる。
【００２１】
　一般式（１）中の括弧内の部分はｎ個あり、それぞれ同一でも異なっていてもよい。ｎ
は２～２０の整数である。好ましくは、ｎは２である。また、ｊ、ｋは０、１、２のいず
れかであり、かつｊ、ｋは同時に０ではない。
【００２２】
　下記一般式（２）で示される化合物は、一般式（１）で示される化合物における、ｎ＝
２の場合の一例である。当該化合物を用いた場合、優れた油膜形成能が得られるため、好
ましい。
【００２３】
【化４】

【００２４】
　上記一般式（２）において、Ｘ'は、カルボキシル基またはその塩、－ＮＨＲ'基（Ｒ'
は、水素、または炭素数１～１０の炭化水素基）、－ＯＨ基、－ＳＨ基のうち少なくとも
いずれか一つを有する炭素数が１～２０の炭化水素鎖を示す。Ｒ1、Ｒ2、Ｙ、Ｚ、ｊ、ｋ
は一般式（１）と同様である。
【００２５】
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　一般式（２）において、Ｘ'は、カルボキシル基またはその塩を有することが好ましく
、Ｒ2は水素であることが好ましく、Ｙは、カルボキシル基であることが好ましく、Ｚは
、－ＮＨ－であることが好ましい。
【００２６】
［一般式（１）に示す化合物の製造方法］
 以下で、本発明の組成物の製造方法について説明する。まず、一般式（１）で表される
化合物の製造方法について述べる。
【００２７】
 一般式（１）で示される化合物の製造方法としては、下記一般式（３）で示されるＮ－
アシル酸性アミノ酸無水物と、ヒドロキシル基、アミノ基、チオール基から選ばれる官能
基をｍ個（ｍはｎ以上）有する分子量１００万以下の化合物（以下、ｍ価の化合物とする
）とを、反応させることにより得ることができる。
【００２８】
【化５】

【００２９】
　一般式（３）で示されるＮ－アシル酸性アミノ酸無水物とは、酸性アミノ酸がＮ－アシ
ル化された無水物である。Ｎ－アシル酸性アミノ酸無水物は、光学異性体であるＤ－体、
Ｌ－体、ラセミ体のいずれであってもよい。特に、Ｌ－体であるＬ－酸性アミノ酸が、生
分解性に優れることから好ましい。
酸性アミノ酸は、分子中に存在するカルボキシル基の数がアミノ基より多いものである。
例えば、カルボキシル基とアミノ基の数がそれぞれ２個と１個であるモノアミノジカルボ
ン酸などが挙げられる。アミノ基の水素は、炭素数１～３の炭化水素基で置換されていて
もよい。酸性アミノ酸の具体例としては、グルタミン酸、アスパラギン酸が挙げられる。
【００３０】
　ｍ価の化合物は、ヒドロキシル基、アミノ基、チオール基から選ばれる官能基をｍ個（
ｍ≧ｎ、かつ、２～２０の整数）有する分子量１００万以下の化合物である。ここで、ｍ
価の化合物は、ｍ個の官能基に由来する結合を作り得る。つまり、ヒドロキシル基は、エ
ステル結合を作り、アミノ基は酸アミド結合を作り、チオール基はチオエステル結合を作
ることができる。また、この化合物は上記した官能基以外の置換基を有していてもよい。
【００３１】
　このようなｍ価の化合物の具体例としては、以下のものが挙げられる。分子内にヒドロ
キシル基を２個以上有する化合物の具体例としては、以下のものが挙げられる。
【００３２】
　２価のヒドロキシル化合物としては、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール
、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，
４－ブタンジオール、ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、シクロヘキサンジ
オール、ジメチロールシクロヘキサン、ネオペンチルグリコール、１，８－オクタンジオ
ール、２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール、イソプレングリコール、３
－メチル－１，５－ペンタンジオール、ソルバイト、カテコール、レゾルシン、ヒドロキ
ノン、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、水添ビスフェノールＡ、水添ビスフェノー
ルＦ、ダイマージオール、ジメチロールプロピオン酸、ジメチロールブタン酸、酒石酸、
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ジヒドロキシ酒石酸、メバロン酸、３，４－ジヒドロキシケイ皮酸、３，４－ジヒドロキ
シヒドロけい皮酸、ヒドロキシ安息香酸、ジヒドロキシステアリン酸、ジヒドロキシフェ
ニルアラニン等が挙げられる。
【００３３】
　３価のヒドロキシル化合物としては、グリセリン、トリオキシイソブタン、１，２，３
－ブタントリオール、１，２，３－ペンタントリオール、２－メチル－１，２，３－プロ
パントリオール、２－メチル－２，３，４－ブタントリオール、２－エチル－１，２，３
－ブタントリオール、２，３，４－ペンタントリオール、２，３，４－ヘキサントリオー
ル、４－プロピル－３，４，５－ヘプタントリオール、２，４－ジメチル－２，３，４－
ペンタントリオール、１，２，４－ブタントリオール、１，２，４－ペンタントリオール
、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ジエタノールアミン、トリエタノー
ルアミン及びトリヒドロキシステアリン酸等が挙げられる。
【００３４】
　４価のヒドロキシル化合物としては、ペンタエリスリトール、エリスリトール、１，２
，３，４－ペンタンテトロール、２，３，４，５－ヘキサンテトロール、１，２，４，５
－ペンタンテトロール、１，３，４，５－ヘキサンテトロール、ジグリセリン及びソルビ
タン等が挙げられる。
【００３５】
　５価のヒドロキシル化合物としては、アドニトール、アラビトール、キシリトール及び
トリグリセリン等が挙げられる。
【００３６】
　６価のヒドロキシル化合物としては、ジペンタエリスリトール、ソルビトール、マンニ
トール、イジトール、イノシトール、ダルシトール、タロース及びアロース等が挙げられ
る。
【００３７】
　または、上記した２～６価のヒドロキシル化合物の脱水縮合物やポリグリセリン等が挙
げられる。
　また、ｍ価のポリヒドロキシル化合物として、糖類も挙げられる。以下でその具体例を
挙げる。
【００３８】
　テトロースとしては、エリスロース、スレオース及びエリスルロース等が挙げられる。
ペントースとしては、リボース、アラビノース、キシロース、リクソース、キシルロース
及びリブロース等が挙げられる。単糖類としては、アロース、アルトロース、グルコース
、マンノース、ギューロース、イドース、ガラクトース、タロース、フラクトース、ソル
ボース、プシコース及びタガトース等のヘキソース等が挙げられる。
【００３９】
　オリゴ糖類としては、マルトース、イソマルトース、セロビオース、ゲンチオビオース
、メリビオース、ラクトース、ツラノース、トレハロース、サッカロース、マンニトリオ
ース、セロトリオース、ゲンチアノース、ラフィノース、メレチトース、セロテトロース
及びスタキオース等が挙げられる。
その他の糖類としては、ヘプトース、デオキシ糖、アミノ糖、チオ糖、セレノ糖、アルド
ン糖、ウロン酸、糖酸、ケトアルドン酸、アンヒドロ糖、不飽和糖、糖エステル、糖エー
テル及びグリコシド等の残基でもよく、デンプン、グリコーゲン、セルロース、キチン及
びキトサン等の多糖類又は上記した糖類を加水分解したものでもよい。
【００４０】
　分子内にアミノ基を２個以上有する化合物の具体例としては、以下のものが挙げられる
。
　脂肪族ジアミン類としては、Ｎ，Ｎ'－ジメチルヒドラジン、エチレンジアミン、Ｎ，
Ｎ'－ジメチルエチレンジアミン、ジアミノプロパン、ジアミノブタン、ジアミノペンタ
ン、ジアミノヘキサン、ジアミノヘプタン、ジアミノオクタン、ジアミノノナン、ジアミ
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ノデカン、ジアミノドデカン、ジアミノアジピン酸、ジアミノプロパン酸、ジアミノブタ
ン酸等が挙げられる。
【００４１】
　脂肪族トリアミン類としては、ジエチレントリアミン、トリアミノヘキサン、トリアミ
ノドデカン、１，８－ジアミノ－４－アミノメチル－オクタン、２，６－ジアミノカプリ
ン酸－２－アミノエチルエステル、１，３，６－トリアミノヘキサン、１，６，１１－ト
リアミノウンデカン、ジ（アミノエチル）アミン等が挙げられる。
【００４２】
　脂環族ポリアミン類としては、ジアミノシクロブタン、ジアミノシクロヘキサン、３－
アミノメチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシルアミン及びトリアミノシクロヘキ
サン等が挙げられる。
【００４３】
　芳香族ポリアミン類としては、ジアミノベンゼン、ジアミノトルエン、ジアミノ安息香
酸、ジアミノアントラキノン、ジアミノベンゼンスルホン酸、ジアミノ安息香酸等が挙げ
られる。
【００４４】
　芳香脂肪族ポリアミン類としては、ジアミノキシレン、ジ（アミノメチル）ベンゼン、
ジ（アミノメチル）ピリジン、ジ（アミノメチル）ナフタレン等が挙げられる。ジアミノ
ヒドロキシプロパンのように、上記したアミン類誘導体にヒドロキシル基が置換したポリ
アミン類等が挙げられる。
【００４５】
　また、アミノ酸類としては、セリン、トレオニン、システイン、シスチン、シスチンジ
スルホキシド、シスタチオニン、メチオニン、アルギニン、リジン、チロシン、ヒスチジ
ン、トリプトファン及びオキシプロリン等が挙げられる。これらのアミノ酸は、タンパク
質やペプチド等、又はそれらを加水分解したもの等でもよい。
【００４６】
　分子内にチオール基を２個以上有する化合物の具体例としては、ジチオエチレングリコ
ール、ジチオエリトリトール及びジチオトレイトール等のジチオール化合物類等を挙げる
ことができる。ここで、ｍ価の化合物は、ヒドロキシル基、アミノ基、チオール基から選
ばれる官能基を２種以上有していてもよい。その例を以下で挙げる。
【００４７】
　分子内にアミノ基とヒドロキシル基を有する化合物としては、アミノエタノール、アミ
ノプロパノール、アミノブタノール、アミノペンタノール、アミノヘキサノール、アミノ
プロパンジオール、アミノエチルエタノールアミン、アミノエチルアミノエタノール、ア
ミノクレゾール、アミノナフトール、アミノナフトールスルホン酸、アミノヒドロキシ安
息香酸、アミノヒドロキシブタン酸、アミノフェノール、アミノフェネチルアルコール及
びグルコサミン等が挙げられる。分子内にチオール基とヒドロキシル基を有する化合物と
しては、メルカプトエタノール、メルカプトフェノール、メルカプトプロパンジオール及
びグルコチオース等が挙げられる。分子内にチオール基とアミノ基を有する化合物として
は、アミノチオフェノール及びアミノトリアゾールチオール等が挙げられる。
【００４８】
　ｍ価の化合物は、光学異性体であるＤ－体、Ｌ－体、ラセミ体のいずれであってもよく
、各異性体であってもよい。また、ｍ価の化合物の中でも、炭素数１～４０のものが好ま
しい、さらに好ましくは炭素数１～２０のものである。また、天然に存在する化合物の方
が、生分解性に優れているため、アミノ酸類、ペプチド類、糖類等が好ましい。Ｎ－アシ
ル酸性アミノ酸無水物とｍ価の化合物とを反応させる際、溶媒を使用してもよい。反応の
際に使用する溶媒としては、水、水と有機溶媒との混合溶媒、またはテトラヒドロフラン
、ベンゼン、トルエン、キシレン、四塩化炭素、クロロホルム及びアセトン等の不活性溶
媒が挙げられる。反応温度としては、－５℃～２００℃、かつ上記化合物の融点以上の温
度で混合し、反応させることが好ましい。
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【００４９】
　一般式（１）で示される化合物の別の製造方法としては、Ｎ－アシル酸性アミノ酸無水
物ではなくＮ－アシル酸性アミノ酸モノ低級エステル（例えば、メチルエステル、エチル
エステル）と、上記したｍ価の化合物とを反応させることによっても得られる。
【００５０】
　Ｎ－アシル酸性アミノ酸モノ低級エステルとｍ価の化合物とを、ジメチルホルムアミド
等の適当な溶媒中に溶解し、炭酸カリウム等の触媒を加え、減圧下において－５℃～２５
０℃で加熱反応させた後、反応溶媒を除去することで得られる。または、溶媒を用いずに
無溶媒で加熱溶融し、水酸化ナトリウム等の触媒を加えて室温～２５０℃でエステル交換
反応させることによっても得ることもできる。
【００５１】
　前記式（１）で表される化合物の油膜形成性乳化組成物中の配合量は、０．００１～２
０ｗｔ％が好ましく、より好ましくは０．００１～５ｗｔ％、更に好ましくは０．０１～
１ｗｔ％である。
【００５２】
［油溶性物質］
　本発明に用いられる油溶性物質としては特に制限はなく、例えば、香料、油分、油溶性
薬剤などがあげられる。油溶性物質は１種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００５３】
１．香料
　香料としては、天然香料、合成香料が挙げられる。これらの香料は1種以上配合して用
いてもよい。
【００５４】
　合成香料としては、以下のものが挙げられる。
　炭化水素類としては、例えば、オシメン、α－ピネン、β－ピネン、カンフェン、ミル
セン、ジヒドロミルセン、リモネン、テルピノーレン、α－フェランドレン、ｐ－サイメ
ン、β－カリオフィレン、β－ファルネセン、ビサボレン、セドレン、バレンセン、ツヨ
プセン、ロンギホレンなどを挙げることができる。
【００５５】
　アルコール類としては、例えば、リナロール、ゲラニオール、ネロール、シトロネロー
ル、ミルセノール、ラバンジュロール、ムゴール、テトラヒドロリナロール、ヒドロキシ
シトロネロール、ジヒドロミルセノール、テトラヒドロミルセノール、３，６－ジメチル
－３－オクタノール、エチルリナロール、テルピネオール、ジヒドロテルピネオール、ｌ
－メントール、カルベオール、ペリラアルコール、４－ツヤノール、ミルテノール、α－
フェンキルアルコール、ファルネソール、ネロリドール、セドレノール、シス－３－ヘキ
セノール、１－ウンデカノール、２－ウンデカノール、１－ドデカノール、プレノール、
１０－ウンデセノール、２，４－ジメチル－３－シクロヘキセン－１－メタノール、ｐ－
ｔ－ブチルシクロヘキサノール、サンダロール(Ｇｉｖａｕｄａｎ社商品名)、バクダノー
ル（ＩＦＦ社商品名）、フェニルエチルアルコール、ヒドロトロパアルコール、アニスア
ルコール、３－フェニルプロピルアルコール、シンナミックアルコール、アミルシンナミ
ックアルコールなどを挙げることができる。
【００５６】
　アルデヒド類としては、例えば、シトラール、ゲラニアール、ネラール、シトロネラー
ル、ヒドロキシシトロネラール、α－メチレンシトロネラール、ミルテナール、シトロネ
リルオキシアセトアルデヒド、３，７－ジメチルオクタナール、アセトアルデヒド、ｎ－
ヘキサナール、ｎ－ヘプタナール、ｎ－オクタナール、ｎ－ノナナール、２－メチルオク
タナール、ｎ－デカナール、ウンデカナール、２－メチルデカナール、ドデカナール、テ
トラデカナール、シス－３－ヘキセナール、トランス－２－ヘキセナール、２，６－ジメ
チル－５－ヘプテナール、シス－４－デセナール、トランス－２－デセナール、１０－ウ
ンデセナール、トランス－２－ウンデセナール、トランス－２－ドデセナール、３－ドデ
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セナール、２，４－ヘキサジエナール、２，４－デカジエナール、２，４－ドデカジエナ
ール、シクロシトラール、ジメチルテトラヒドロベンズアルデヒド、シトラールジメチル
アセタール、シトラールジエチルアセタール、シトラールプロピレングリコールアセター
ル、シトロネラールシクロモノグリコールアセタール、アセトアルデヒドエチルリナリル
アセタール、ヒドロキシシトロネラールジメチルアセタール、オクタナールジメチルアセ
タール、ノナナールジエチルアセタール、デカナールジメチルアセタール、デカナールジ
エチルアセタール、２－メチルウンデカナールジメチルアセタール、ベンズアルデヒド、
ｐ－イソプロピルフェニルアセトアルデヒド、ｐ－イソプロピルヒドラトロパルアルデヒ
ド、シクラメンアルデヒド、フェニルプロピルアルデヒド、シンナミックアルデヒド、ア
ニスアルデヒド、ｐ－メチルフェノキシアセトアルデヒド、ベンズアルデヒドジエチルア
セタール、アミルシンナミックアルデヒドジエチルアセタール、ヘリオトロピンジメチル
アセタール、アセトアルデヒドエチルフェニルエチルアセタール、アセトアルデヒド２－
フェニル－２，４－ペンタンジオールアセタール、フェニルアセトアルデヒドジメチルア
セタールなどを挙げることができる。
【００５７】
　ケトン類としては、例えば、カンファー、メントン、ピペリテノン、ゲラニルアセトン
、アセチルセドレン、ヌートカトン、ヨノン、メチルヨノン、アリルヨノン、イロン、ダ
マスコン、ダマセノン、イソダマスコン、２－ペンタノン、３－ヘキサノン、２－ヘプタ
ノン、３－ヘプタノン、４－ヘプタノン、２－オクタノン、３－オクタノン、２－ノナノ
ン、３－ノナノン、２－ウンデカノン、２－トリデカノン、メチルヘプテノン、ジメチル
オクテノン、メチレンテトラメチルヘプタノン、２，３－ヘキサジオン、２－シクロペン
チルシクロペンタノン、エチルマルトール、２，５－ジメチル－４－ヒドロキシフラノン
、ｐ－メチルアセトフェノン、ｐ－メトキシアセトフェノン、ベンジリデンアセトン、ラ
ズベリーケトン、メチルナフチルケトン、ベンゾフェノン、２，５－ジメチル－４－ヒド
ロキシ－３（２Ｈ）－フラノン、３－ヒドロキシ－４，５－ジメチル－２（５Ｈ）－フラ
ノン、ホモフロナール（Ｇｉｖａｕｄａｎ社商品名）、マルトール、エチルマルトール、
４，７－ジヒドロ－２－イソペンチル－２－メチル－１，３－ジオキセピン、アセト酢酸
エチルエチレングリコールケタールなどを挙げることができる。
【００５８】
　エステル類としては、例えば、ギ酸エチル、ギ酸プロピル、ギ酸オクチル、ギ酸リナリ
ル、ギ酸シトロネリル、ギ酸ゲラニル、ギ酸ネリル、ギ酸テルピニル、酢酸エチル、酢酸
イソプロピル、酢酸シス－３－ヘキセニル、酢酸トランス－２－ヘキセニル、酢酸オクチ
ル、酢酸ノニル、酢酸デシル、酢酸ドデシル、酢酸ジメチルウンデカジエニル、酢酸オシ
メニル、酢酸ミルセニル、酢酸ジヒドロミルセニル、酢酸リナリル、酢酸シトロネリル、
酢酸ゲラニル、酢酸ネリル、酢酸テトラヒドロムゴール、酢酸ラバンジュリル、酢酸ネロ
リドール、酢酸ジヒドロクミニル、酢酸テルピニル、酢酸シトリル、酢酸ノピル、酢酸ジ
ヒドロテルピニル、酢酸３－ペンテニルテトラヒドロピラニル、酢酸ミラルディル、酢酸
２，４－ジメチル－３－シクロヘキセニルメチル、プロピオン酸デセニル、プロピオン酸
リナリル、プロピオン酸ゲラニル、プロピオン酸ネリル、プロピオン酸テルピニル、プロ
ピオン酸トリシクロデセニル、プロピオン酸スチラリル、酪酸オクチル、酪酸ネリル、酪
酸シンナミル、イソ酪酸エチル、イソ酪酸イソプロピル、イソ酪酸シス－３－ヘキセニル
、イソ吉草酸フェニルエチル、３－ヒドロキシヘキサン酸メチル、安息香酸メチル、安息
香酸ゲラニル、安息香酸リナリル、桂皮酸メチル、桂皮酸エチル、桂皮酸リナリル、フェ
ニル酢酸メチル、フェニル酢酸エチル、フェニル酢酸オイゲニル、フェニル酢酸ゲラニル
、フェニル酢酸シトロネリル、フェニル酢酸メンチルサリチル酸アミル、ヘキサン酸リナ
リル、ヘキサン酸シトロネリル、オクタン酸リナリル、アンゲリカ酸イソプレニル、ゲラ
ン酸メチル、ゲラン酸エチル、シクロゲラン酸メチル、アセト酢酸エチル、２－ヘキシル
アセト酢酸エチル、ベンジルアセト酢酸エチル、２－エチル酪酸アリル、３－ヒドロキシ
酪酸エチルなどを挙げることができる。
【００５９】
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　フェノール類としては、例えば、チモール、カルバクロール、β－ナフトールイソブチ
ルエーテル、アネトール、β－ナフトールメチルエーテル、β－ナフトールエチルエーテ
ル、グアヤコール、クレオゾール、ベラトロール、ハイドロキノンジメチルエーテル、２
，６－ジメトキシフェノール、４－エチルグアヤコール、オイゲノール、イソオイゲノー
ル、エチルイソオイゲノール、ｔｅｒｔ－ブチルハイドロキノンジメチルエーテルなどを
挙げることができる。
【００６０】
　エーテル類としては、例えば、デシルビニルエーテル、α－テルピニルメチルエーテル
、イソプロキセン（ＩＦＦ社商品名）、２，２－ジメチル－５－(１－メチル－１－プロ
ペニル)－テトラヒドロフラン、ローズフラン、１，４－シネオール、ネロールオキサイ
ド、２，２，６－トリメチル－６－ビニルテトラヒドロピラン、メチルヘキシルエーテル
、オシメンエポキシド、リモネンオキサイド、ルボフィクス（Ｆｉｒｍｅｎｉｃｈ社商品
名）、カリオフィレンオキサイド、リナロールオキサイド、５－イソプロペニル－２－メ
チル－２－ビニルテトラヒドロフラン、テアスピラン、ローズオキサイドなどを挙げるこ
とができる。
【００６１】
　ラクトン類としては、例えば、γ－ウンデカラクトン、δ－ドデカラクトン、γ－ヘキ
サラクトン、γ－ノナラクトン、γ－デカラクトン、γ－ドデカラクトン、ジャスミンラ
クトン、メチルγ－デカラクトン、ジャスモラクトン、プロピリデンフタリド、δ－ヘキ
サラクトン、δ－２－デセノラクトン、ε－ドデカラクトン、ジヒドロクマリン、クマリ
ンなどを挙げることができる。
【００６２】
　酸類としては、例えば、安息香酸、フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸、桂皮酸、フ
タール酸、アビエチン酸、バニリン酸、ピロガロールなどを挙げることができる。
【００６３】
　合成ムスクとしては、例えば、ムスコン、シクロペンタデカノン、５－シクロヘキサデ
セン－１－オン、シクロペンタデカノリド、アンブレットリド、シクロヘキサデカノリド
、ムスクアンブレット、６－アセチルヘキサメチルインダン、６－アセチルヘキサテトラ
リン、ガラクソリド（ＩＦＦ社商品名）などを挙げることができる。
【００６４】
　天然香料としては、例えば、アビエス、アンブレット・シード、アンジェリカ、アニス
、アルモアゼ、ベージル、ベイ、ベルガモット、バーチ、ボア・ド・ローズ、カラムス、
カンファー、カナンガ、キャラウェイ、カルダモン、カシア、シダーウッド、カモミル、
シトロネラ、コスタス、クミン、ディル、エレミ、ユーカリ、ガルバナム、ゼラニウム、
ジンジャー、グレープフルーツ、グアイアック、ガーデニア、ひのき、ホウショウ、ヒア
シンス、ジャスミン、ジュニパ・ベリー、ラブダナム、ラバンジン、ラベンダー、レモン
、レモングラス、ライム、リナロエ、ミモザ、ミント、オークモス、オレンジフラワー、
イリス、パチョリ、パルマローザ、ペパーミント、ローズ、クラリー・セージ、サンダル
、チュベローズ、ベチバー、スミレ、イラン・イランなどの精油などを挙げることができ
る。
【００６５】
　その他、香料化学総覧，１，２，３［奥田治著 廣川書店出版］、Ｐｅｒｆｕｍｅ ａｎ
ｄ ｆｌａｖｏｒ Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，１，２［Steffen Arctander著］、合成香料［印
藤元一著 化学工業日報社出版］などに記載の香料を挙げることができる。
【００６６】
 ２．油分
　油分としては、以下のものが挙げられる。
　セタノール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコール、ラウリルアルコール、セト
ステアリルアルコール、ステアリルアルコール、アラキルアルコール、ベヘニルアルコー
ル、ホホバアルコール、キミルアルコール、セラキルアルコール、バチルアルコール、ヘ
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キシルデカノール、イソステアリルアルコール、２－オクチルドデカノール、ダイマージ
オール等の高級アルコール類。
　ベンジルアルコール等のアラルキルアルコール及び誘導体。
【００６７】
　ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、ベヘン
酸、ウンデシレン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、パルミトオレイン酸、オレイン酸
、リノール酸、リノレイン酸、エルカ酸、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、
イソヘキサデカン酸、アンテイソヘンイコサン酸、長鎖分岐脂肪酸、ダイマー酸、水素添
加ダイマー酸等の高級脂肪酸類及びそのアルミニウム塩、カルシウム塩、マグネシウム塩
、亜鉛塩、カリウム、ナトリウム塩等の金属石けん類、及びアミド等の含窒素誘導体類。
【００６８】
　流動パラフィン（ミネラルオイル）、重質流動イソパラフィン、軽質流動イソパラフィ
ン、α－オレフィンオリゴマー、ポリイソブテン、水添ポリイソブテン、ポリブテン、ス
クワラン、オリーブ由来スクワラン、スクワレン、ワセリン、固型パラフィン等の炭化水
素類。
【００６９】
　キャンデリラワックス、カルナウバワックス、ライスワックス、木ろう、みつろう、モ
ンタンワックス、オゾケライト、セレシン、パラフィンワックス、マイクロクリスタリン
ワックス、ペトロラタム、フィッシャートロプシュワックス、ポリエチレンワックス、エ
チレン・プロピレンコポリマー等のワックス類。
【００７０】
　ヤシ油、パーム油、パーム核油、サフラワー油、オリーブ油、ヒマシ油、アボカド油、
ゴマ油、茶油、月見草油、小麦胚芽油、マカデミアナッツ油、ヘーゼルナッツ油、ククイ
ナッツ油、ローズヒップ油、メドウフォーム油、パーシック油、ティートリー油、ハッカ
油、トウモロコシ油、ナタネ油、ヒマワリ油、小麦胚芽油、アマニ油、綿実油、大豆油、
落花生油、コメヌカ油、カカオ脂、シア脂、水素添加ヤシ油、水素添加ヒマシ油、ホホバ
油、水素添加ホホバ油等の植物油脂類。牛脂、乳脂、馬脂、卵黄油、ミンク油、タートル
油等の動物性油脂類。
【００７１】
　鯨ロウ、ラノリン、オレンジラッフィー油等の動物性ロウ類。
　液状ラノリン、還元ラノリン、吸着精製ラノリン、酢酸ラノリン、酢酸液状ラノリン、
ヒドロキシラノリン、ポリオキシエチレンラノリン、ラノリン脂肪酸、硬質ラノリン脂肪
酸、ラノリンアルコール、酢酸ラノリンアルコール、酢酸（セチル・ラノリル）エステル
等のラノリン類。
【００７２】
　レシチン、ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジル
セリン、ホスファチジルグリセロール、ホスファチジルイノシトール、スフィンゴミエリ
ン等のスフィンゴリン脂質、ホスファチジン酸、リゾレシチン等のリン脂質類。
【００７３】
　水素添加大豆リン脂質、部分水素添加大豆リン脂質、水素添加卵黄リン脂質、部分水素
添加卵黄リン脂質等のリン脂質誘導体類。
【００７４】
　コレステロール、ジヒドロコレステロール、ラノステロール、ジヒドロラノステロール
、フィトステロール、コール酸等のステロール類。
　サポゲニン類。
　サポニン類。
【００７５】
　酢酸コレステリル、ノナン酸コレステリル、ステアリン酸コレステリル、イソステアリ
ン酸コレステリル、オレイン酸コレステリル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コ
レステリル／ベヘニル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コ
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レステリル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリ
ル／ベヘニル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステ
リル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイルサルコシンイソプロピル等のアシルサルコシ
ンアルキルエステル、１２－ヒドロキシステアリン酸コレステリル、マカデミアナッツ油
脂肪酸コレステリル、マカデミアナッツ油脂肪酸フィトステリル、イソステアリン酸フィ
トステリル、軟質ラノリン脂肪酸コレステリル、硬質ラノリン脂肪酸コレステリル、長鎖
分岐脂肪酸コレステリル、長鎖α－ヒドロキシ脂肪酸コレステリル等のステロールエステ
ル類。
【００７６】
　リン脂質・コレステロール複合体、リン脂質・フィトステロール複合体等の脂質複合体
。
【００７７】
　ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸ヘキシルデシル、イソステアリン酸オク
チルドデシル、パリミチン酸セチル、パルミチン酸オクチルドデシル、オクタン酸セチル
、オクタン酸ヘキシルデシル、イソノナン酸イソトリデシル、イソノナン酸イソノニル、
イソノナン酸オクチル、イソノナン酸イソトリデシル、ネオペンタン酸イソデシル、ネオ
ペンタン酸イソトリデシル、ネオペンタン酸イソステアリル、ネオデカン酸オクチルドデ
シル、オレイン酸オレイル、オレイン酸オクチルドデシル、リシノレイン酸オクチルドデ
シル、ラノリン脂肪酸オクチルドデシル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、エルカ酸
オクチルドデシル、イソステアリン酸硬化ヒマシ油、オレイン酸エチル、アボカド油脂肪
酸エチル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸オクチ
ル、イソステアリン酸イソプロピル、ラノリン脂肪酸イソプロピル、セバチン酸ジエチル
、セバチン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジオクチル、アジピン酸ジイソプロピル、セバ
チン酸ジブチルオクチル、アジピン酸ジイソブチル、コハク酸ジオクチル、クエン酸トリ
エチル等のモノアルコールカルボン酸エステル類。
【００７８】
　乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、モノイソステアリン酸水添ヒマシ油等のオキ
シ酸エステル類。
【００７９】
　トリオクタン酸グリセリル、トリオレイン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセ
リル、ジイソステアリン酸グリセリル、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル、ト
リ（カプリル酸／カプリン酸／ミリスチン酸／ステアリン酸）グリセリル、水添ロジント
リグリセリド（水素添加エステルガム）、ロジントリグリセリド（エステルガム）、ベヘ
ン酸エイコサン二酸グリセリル、トリオクタン酸トリメチロールプロパン、トリイソステ
アリン酸トリメチロールプロパン、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、ジカプリン酸
ネオペンチルグリコール、ジオクタン酸２－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオ
ール、ジオレイン酸プロピレングリコール、テトラオクタン酸ペンタエリスリチル、水素
添加ロジンペンタエリスリチル、トリエチルヘキサン酸ジトリメチロールプロパン、（イ
ソステアリン酸／セバシン酸）ジトリメチロールプロパン、トリエチルヘキサン酸ペンタ
エリスリチル、（ヒドロキシステアリン酸／ステアリン酸／ロジン酸）ジペンタエリスリ
チル、ジイソステアリン酸ジグリセリル、テトライソステアリン酸ポリグリセリル、ノナ
イソステアリン酸ポリグリセリル－１０、デカ（エルカ酸／イソステアリン酸／リシノレ
イン酸）ポリグリセリル－８、（ヘキシルデカン酸／セバシン酸）ジグリセリルオリゴエ
ステル、ジステアリン酸グリコール（ジステアリン酸エチレングリコール）、ジネオペン
タン酸３－メチル－１，５－ペンタンジオール、ジネオペンタン酸２，４－ジエチル－１
，５－ペンタンジオール等の多価アルコール脂肪酸エステル類。
【００８０】
　ダイマージリノール酸ジイソプロピル、ダイマージリノール酸ジイソステアリル、ダイ
マージリノール酸ジ（イソステアリル／フィトステリル）、ダイマージリノール酸（フィ
トステリル／ベヘニル）、ダイマージリノール酸（フィトステリル／イソステアリル／セ
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チル／ステアリル／ベヘニル）、ダイマージリノール酸ダイマージリノレイル、ジイソス
テアリン酸ダイマージリノレイル、ダイマージリノレイル水添ロジン縮合物、ダイマージ
リノール酸硬化ヒマシ油、ヒドロキシアルキルダイマージリノレイルエーテル等のダイマ
ー酸若しくはダイマージオールの誘導体。
【００８１】
　ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド（コカミドＭＥＡ）、ヤシ油脂肪酸ジエタノールア
ミド（コカミドＤＥＡ）、ラウリン酸モノエタノールアミド（ラウラミドＭＥＡ）、ラウ
リン酸ジエタノールアミド（ラウラミドＤＥＡ）、ラウリン酸モノイソプロパノールアミ
ド（ラウラミドＭＩＰＡ）、パルミチン酸モノエタノールアミド（パルタミドＭＥＡ）、
パルミチン酸ジエタノールアミド（パルタミドＤＥＡ）、ヤシ油脂肪酸メチルエタノール
アミド（コカミドメチルＭＥＡ）等の脂肪酸アルカノールアミド類。ジメチコン（ジメチ
ルポリシロキサン）、高重合ジメチコン（高重合ジメチルポリシロキサン）、シクロメチ
コン（環状ジメチルシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン）、フェニルトリメ
チコン、ジフェニルジメチコン、フェニルジメチコン、ステアロキシプロピルジメチルア
ミン、（アミノエチルアミノプロピルメチコン／ジメチコン）コポリマー、ジメチコノー
ル、ジメチコノールクロスポリマー、シリコーン樹脂、シリコーンゴム、アミノプロピル
ジメチコン及びアモジメチコン等のアミノ変性シリコーン、カチオン変性シリコーン、ジ
メチコンコポリオール等のポリエーテル変性シリコーン、ポリグリセリン変性シリコーン
、糖変性シリコーン、カルボン酸変性シリコーン、リン酸変性シリコーン、硫酸変性シリ
コーン、アルキル変性シリコーン、脂肪酸変性シリコーン、アルキルエーテル変性シリコ
ーン、アミノ酸変性シリコーン、ペプチド変性シリコーン、フッ素変性シリコーン、カチ
オン変性及びポリエーテル変性シリコーン、アミノ変性及びポリエーテル変性シリコーン
、アルキル変性及びポリエーテル変性シリコーン、ポリシロキサン・オキシアルキレン共
重合体等のシリコーン類。
【００８２】
　パーフルオロデカン、パーフルオロオクタン、パーフルオロポリエーテル等のフッ素系
油剤類等が挙げられる。
【００８３】
３．油溶性薬剤
　油溶性薬剤等としては、以下のものが挙げられる。
　ビタミンＣステアリン酸エステル、ビタミンＣパルミチン酸エステル、ビタミンＣジパ
ルミチン酸エステル、ビタミンＣテトライソパルミチン酸エステル、ビタミンＣアルキル
エーテル、トラネキサム酸誘導体、油溶性甘草エキスなどの美白剤、ビタミン類およびそ
れらの誘導体、抗炎症剤、アシル化アミノ酸などのアミノ酸誘導体、レチノール及びその
誘導体、レチノイン酸及びその誘導体、アスタキサンチン、トコトリエノール、ユビキノ
ンなどの抗老化剤、グリチルレチン酸、グリチルリチン酸及びそれらの誘導体、スフィン
ゴ脂質、セラミド、リン脂質などの肌荒れ防止剤、β－カロテン、トコフェロール及びそ
の誘導体などの抗酸化剤、γ－オリザノール、ニコチン酸ベンジル、ビオチン、エストラ
ジオールなどの育毛剤、その他脂溶性植物エキス等が挙げられる。
　本発明において油溶性物質の配合量は、０．００１～８０ｗｔ％が好ましく、より好ま
しくは０．０１～７０ｗｔ％、更に好ましくは０．1～５０ｗｔ％である。
【００８４】
［その他添加物］
　本発明の組成物は、一般式（１）で示す化合物とは別に、界面活性剤を含有してもよい
。界面活性剤としては、特に限定されるものでないが、ノニオン系界面活性剤、両性界面
活性剤、カチオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤等が挙げられる。特に、ノニオン
系界面活性剤が好ましい。
【００８５】
　ノニオン系界面活性剤の具体例としては、以下のものが挙げられる。
　レシチン、高分子乳化剤、グリセリン脂肪酸エステル、親油型モノステアリン酸グリセ
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リン等のグリセリン脂肪酸エステル類、モノオレイン酸ポリグリセリル、ペンタオレイン
酸ポリグリセリル、デカオレイン酸ポリグリセリル等のポリグリセリン脂肪酸エステル類
、モノステアリン酸ポリオキシエチレングリセリン等のポリオキシエチレングリセリン脂
肪酸エステル類、モノラウリン酸ソルビタン、モノオレイン酸ソルビタン、トリオレイン
酸ソルビタン等のソルビタン脂肪酸エステル類、モノステアリン酸ポリオキシエチレンソ
ルビタン、トリオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン等のポリオキシエチレンソルビ
タン脂肪酸エステル類、モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビット、テトラオレイン
酸ポリオキシエチレンソルビット等のポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル類、
ポリオキシエチレンラノリン、ポリオキシエチレンソルビットミツロウ等のポリオキシエ
チレンラノリン・ラノリンアルコール・ミツロウ誘導体、ポリオキシエチレンヒマシ油、
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油等のポリオキシエチレンヒマシ油・硬化ヒマシ油類、ポ
リオキシエチレンコレスタノールエーテル等のポリオキシエチレンステロール・水素添加
ステロール類、モノステアリン酸エチレングリコール、モノオレイン酸ポリエチレングリ
コール等のポリエチレングリコール脂肪酸エステル類、ポリオキシエチレンラウリルエー
テル、ポリオキシエチレンセチルエーテル、ポリオキシエチレンベヘニルエーテル等のポ
リオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセチル
エーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンデシルテトラデシルエーテル等のポ
リオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンノニル
フェニルエーテル等のポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル類、ポリオキシエチ
レンステアリン酸アミド等のポリオキシエチレンアルキルアミン・脂肪酸アミド類、ショ
糖脂肪酸エステル、アルキルグルコシド等を挙げる事ができる。
【００８６】
　この中でも特に好ましいノニオン系界面活性剤としては、レシチン、グリセリン脂肪酸
エステル、親油型モノステアリン酸グリセリン等のグリセリン脂肪酸エステル類、モノオ
レイン酸ポリグリセリル、ペンタオレイン酸ポリグリセリル、デカオレイン酸ポリグリセ
リル等のポリグリセリン脂肪酸エステル類、モノラウリン酸ソルビタン、モノオレイン酸
ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタン等のソルビタン脂肪酸エステル類、ショ糖脂肪酸
エステル、アルキルグルコシド、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエ
チレン硬化ヒマシ油等が、挙げられる。
　両性界面活性剤の具体例としては、以下のものが挙げられる。
【００８７】
　ラウリルジアミノエチルグリシンナトリウム、塩化アルキルジアミノエチルグリシン、
ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ－カルボキシエトキシエチル－Ｎ－カルボキシエチルエチレンジ
アミン２ナトリウム等のグリシン型両性界面活性剤、ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ－ヒドロキ
シエチルエチレンジアミンナトリウム等のラウリルアミノプロピオン酸塩等のアミノプロ
ピオン酸型両性界面活性剤、アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン、アルキルジメチルベ
タインナトリウム、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタインラウリン酸アミドプロピル酢酸
ベタイン等のアミノ酢酸ベタイン型両性界面活性剤、ラウリルヒドロキシスルホベタイン
等のスルホベタイン型両性界面活性剤等が挙げられる。
【００８８】
　この中でも特に好ましい両性界面活性剤としては、ラウリルジアミノエチルグリシンナ
トリウム、塩化アルキルジアミノエチルグリシン、ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ－カルボキシ
エトキシエチル－Ｎ－カルボキシエチルエチレンジアミン２ナトリウム等のグリシン型両
性界面活性剤、ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ－ヒドロキシエチルエチレンジアミンナトリウム
等のラウリルアミノプロピオン酸塩等のアミノプロピオン酸型両性界面活性剤、アルキル
ジメチルアミノ酢酸ベタイン、アルキルジメチルベタインナトリウム、ヤシ油脂肪酸アミ
ドプロピルベタインラウリン酸アミドプロピル酢酸ベタイン等のアミノ酢酸ベタイン型両
性界面活性剤等を挙げる事ができる。
【００８９】
　カチオン系界面活性剤の具体例としては、以下のものが挙げられる。
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　ステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド等の脂肪族アミン塩、塩化アルキルトリメチ
ルアンモニウム、臭化アルキルトリメチルアンモニウム、アルキルトリメチルアンモニウ
ムサッカリン、塩化ジポリオキシエチレンアルキルメチルアンモニウム等のアルキル４級
アンモニウム、塩化アルキルジメチルベンジルアンモニウム、塩化ラウリルピジニウム、
塩化アルキルジメチル（エチルベンジル）アンモニウム等の環式４級アンモニウム塩等が
挙げられる。
【００９０】
　この中でも特に好ましいカチオン系界面活性剤としては、塩化アルキルトリメチルアン
モニウム、臭化アルキルトリメチルアンモニウム、アルキルトリメチルアンモニウムサッ
カリン、塩化ジポリオキシエチレンアルキルメチルアンモニウム等のアルキル４級アンモ
ニウム、塩化アルキルジメチルベンジルアンモニウム、塩化ラウリルピジニウム、塩化ア
ルキルジメチル（エチルベンジル）アンモニウム等の環式４級アンモニウム塩等を挙げる
事ができる。
【００９１】
　アニオン系界面活性剤としては、以下のものが挙げられる。
　ポリオキシエチレンアルキルエーテル酢酸及びその塩等のアルキルエーテルカルボン酸
型アニオン系界面活性剤、Ｎ－アシルサルコシン塩、Ｎ－アシルグルタミン酸塩、Ｎ－ア
シルアルキルタウリン塩等のＮ－アシル有機酸塩型アニオン系界面活性剤、α―オレフィ
ンスルホン酸塩、アルキルスルホコハク酸塩等のスルホン酸塩型アニオン系界面活性剤、
アルキル硫酸エステル塩等の硫酸塩型アニオン系界面活性剤、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテルリン酸塩等のリン酸塩型アニオン系界面活性剤、ポリオキシエチレンラウリル
エーテル硫酸ナトリウム等のポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩類等が挙げられ
る。
　この中でも特に好ましいアニオン系界面活性剤はとしては、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル酢酸及びその塩等のアルキルエーテルカルボン酸型アニオン系界面活性剤、Ｎ
－アシルグルタミン酸塩、Ｎ－アシルアルキルタウリン塩等のＮ－アシル有機酸塩型アニ
オン系界面活性剤、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム等のポリオキシ
エチレンアルキルエーテル硫酸塩類等を挙げる事ができる。
【００９２】
　また、高分子系界面活性剤としては、アルギン酸ナトリウム、デンプン誘導体及びトラ
ガントゴム等が挙げられる。
　天然系界面活性剤としては、レシチン、ラノリン、コレステロール、フィトステロール
、及びサポニン等が挙げられる。
【００９３】
　本発明の油膜形成性乳化組成物はヒドロキシ化合物を含有してもよい。
　ヒドロキシ化合物に制限はないが、例えば以下のものが挙げられる。
　エチルアルコール、イソプロピルアルコール、等の１価のヒドロキシル化合物。
【００９４】
　エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１，２
－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、ペンタンジオー
ル、１，６－ヘキサンジオール、シクロヘキサンジオール、ジメチロールシクロヘキサン
、ネオペンチルグリコール、１，８－オクタンジオール、２，２，４－トリメチル－１，
３－ペンタンジオール、イソプレングリコール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール
、ソルバイト、カテコール、レゾルシン、ヒドロキノン、ビスフェノールＡ、ビスフェノ
ールＦ、水添ビスフェノールＡ、水添ビスフェノールＦ、ダイマージオール、ジメチロー
ルプロピオン酸、ジメチロールブタン酸、酒石酸、ジヒドロキシ酒石酸、メバロン酸、３
，４－ジヒドロキシケイ皮酸、３，４－ジヒドロキシヒドロけい皮酸、ヒドロキシ安息香
酸、ジヒドロキシステアリン酸、ジヒドロキシフェニルアラニン等の2価のヒドロキシル
化合物。
【００９５】
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　グリセリン、トリオキシイソブタン、１，２，３－ブタントリオール、１，２，３－ペ
ンタントリオール、２－メチル－１，２，３－プロパントリオール、２－メチル－２，３
，４－ブタントリオール、２－エチル－１，２，３－ブタントリオール、２，３，４－ペ
ンタントリオール、２，３，４－ヘキサントリオール、４－プロピル－３，４，５－ヘプ
タントリオール、２，４－ジメチル－２，３，４－ペンタントリオール、１，２，４－ブ
タントリオール、１，２，４－ペンタントリオール、トリメチロールエタン、トリメチロ
ールプロパン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン及びトリヒドロキシステアリ
ン酸等３価のヒドロキシル化合物。
【００９６】
　ペンタエリスリトール、エリスリトール、１，２，３，４－ペンタンテトロール、２，
３，４，５－ヘキサンテトロール、１，２，４，５－ペンタンテトロール、１，３，４，
５－ヘキサンテトロール、ジグリセリン及びソルビタン等の４価のヒドロキシル化合物。
　アドニトール、アラビトール、キシリトール及びトリグリセリン等の５価のヒドロキシ
ル化合物。
【００９７】
　ジペンタエリスリトール、ソルビトール、マンニトール、イジトール、イノシトール、
ダルシトール、タロース及びアロース等の６価のヒドロキシル化合物。
　又は上記した２～６価のヒドロキシル化合物の脱水縮合物やポリグリセリン等が挙げら
れる。
　また、ｍ価のポリヒドロキシル化合物として、糖類も挙げられる。以下でその具体例を
挙げる。
【００９８】
　テトロースとしては、エリスロース、スレオース及びエリスルロース等が挙げられる。
ペントースとしては、リボース、アラビノース、キシロース、リクソース、キシルロース
及びリブロース等が挙げられる。単糖類としては、アロース、アルトロース、グルコース
、マンノース、ギューロース、イドース、ガラクトース、タロース、フラクトース、ソル
ボース、プシコース及びタガトース等のヘキソース等が挙げられる。
【００９９】
　オリゴ糖類としては、マルトース、イソマルトース、セロビオース、ゲンチオビオース
、メリビオース、ラクトース、ツラノース、トレハロース、サッカロース、マンニトリオ
ース、セロトリオース、ゲンチアノース、ラフィノース、メレチトース、セロテトロース
及びスタキオース等が挙げられる。
【０１００】
　その他の糖類としては、ヘプトース、デオキシ糖、アミノ糖、チオ糖、セレノ糖、アル
ドン糖、ウロン酸、糖酸、ケトアルドン酸、アンヒドロ糖、不飽和糖、糖エステル、糖エ
ーテル及びグリコシド等の残基でもよく、デンプン、グリコーゲン、セルロース、キチン
及びキトサン等の多糖類又は上記した糖類を加水分解したものでもよい。
【０１０１】
　また、本発明の油膜形成性乳化組成物は水溶性成分を添加しても良い。水溶性成分とし
ては、ケラチン分解ペプチド、加水分解ケラチン、コラーゲン、魚由来コラーゲン、アテ
ロコラーゲン、ゼラチン、エラスチン、コラーゲン分解ペプチド、加水分解コラーゲン、
塩化ヒドロキシプロピルアンモニウム加水分解コラーゲン、エラスチン分解ペプチド、コ
ンキオリン分解ペプチド、加水分解コンキオリン、シルク蛋白分解ペプチド、加水分解シ
ルク、ラウロイル加水分解シルクナトリウム、大豆蛋白分解ペプチド、小麦蛋白、小麦蛋
白分解ペプチド、加水分解小麦蛋白、カゼイン分解ペプチド等の蛋白ペプチド類及びその
誘導体。
【０１０２】
　パルミトイルオリゴペプチド、パルミトイルペンタペプチド、パルミトイルテトラペプ
チド等のアシル化ペプチド類。
【０１０３】
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　ベタイン（トリメチルグリシン）、プロリン、ヒドロキシプロリン、アルギニン、リジ
ン、セリン、グリシン、アラニン、フェニルアラニン、チロシン、β－アラニン、スレオ
ニン、グルタミン酸、グルタミン、アスパラギン、アスパラギン酸、システイン、シスチ
ン、メチオニン、ロイシン、イソロイシン、バリン、トリプトファン、ヒスチジン、タウ
リン、γ－アミノ酪酸、γ－アミノ－β－ヒドロキシ酪酸、カルニチン、カルノシン、ク
レアチン等のアミノ酸類及びその塩並びに誘導体。
【０１０４】
　１８－メチルエイコサン酸塩、分岐脂肪酸（１２～３１）塩、ラノリン脂肪酸塩、エチ
ル硫酸１８－メチルエイコサン酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エチル硫
酸長鎖分岐脂肪酸（１２～３１）アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エチル硫
酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム等の１８－メチルエイコサ
ン酸及びアンテイソ脂肪酸誘導体。
　糖セラミド等の水溶性スフィンゴ脂質。
【０１０５】
　アスコルビン酸及びそのナトリウム等の塩等のビタミンＣ類。
　アスコルビン酸エチルエーテル等のアスコルビン酸アルキルエーテル、アスコルビン酸
－２－グルコシド等のアスコルビン酸グルコシド及びその脂肪酸エステル、アスコルビン
酸リン酸エステルナトリウム塩及びアスコルビン酸リン酸エステルマグネシウム塩、パル
ミトイルアスコルビン酸リン酸エステルナトリウム塩、リン酸トコフェリルアスコルビル
等のアスコルビン酸リン酸エステル塩等のアスコルビン酸誘導体。
【０１０６】
　チアミン塩酸塩、チアミン硫酸塩、リボフラビン、酢酸リボフラビン、塩酸ピリドキシ
ン、フラビンアデニンジヌクレオチド、シアノコバラミン、葉酸類、ニコチン酸、ニコチ
ン酸アミド等のニコチン酸類、コリン類等のビタミンＢ群類。
【０１０７】
　パントテン酸、パンテニルエチルエーテル、パンテノール、ビオチン等のその他ビタミ
ン類。
　トコフェロールリン酸エステル等の水溶性ビタミンＥ類。
　アルブチン、α－アルブチン等のヒドロキノン配糖体及びそのエステル類。
【０１０８】
　コウジ酸、エラグ酸塩、トラネキサム酸塩及びその誘導体、フェルラ酸塩及びその誘導
体、プラセンタエキス、グルタチオン、グリチルリチン酸及びその誘導体、グリチルレチ
ン酸誘導体、サリチル酸誘導体、ヒノキチオール、グアイアズレン、アラントイン、イン
ドメタシン、カフェイン、α－リポ酸、ルチン及び配糖体等の誘導体。
　ヘスペリジン及び配糖体等の誘導体。西河柳エキス等の各種植物エキス等が挙げられる
。
【０１０９】
　本発明の油膜形成性乳化組成物への水溶性成分の配合量は、成分の種類によって異なる
が、概ね０．０１～１０質量％である。
【０１１０】
　また、本発明の油膜形成性乳化組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、ｐＨ調整
剤、キレート剤、増粘剤、ノニオン性高分子、油脂類、高級脂肪酸、高級アルコール、保
湿剤、水溶性及び油溶性高分子、金属イオン封鎖剤、紫外線吸収剤、美白剤、血行促進剤
、抗炎症剤、収斂剤、酸化防止剤、染料等の添加剤を含んでもよい。以下でそれらの具体
例を挙げる。
【０１１１】
　ｐＨ調整剤としては、特に限定させるものでないが、クエン酸、リンゴ酸、アジピン酸
、グルタミン酸、アルギニン、アスパラギン酸、クエン酸ナトリウム、水酸化ナトリウム
、塩酸、硫酸及びチオ硫酸ナトリウム等を挙げることができる。
【０１１２】
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　キレート剤としては、金属捕獲作用があれば特に限定されないが、コンプレキサン、ア
ラニン、エチレンジアミンヒドロキシエチル３酢酸３ナトリウム、エデト酸、エデト酸２
ナトリウム、エデト酸２ナトリウムカルシウム、エデト酸３ナトリウム、エデト酸４ナト
リウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、フィチン酸、ポリリン酸
ナトリウム、メタリン酸ナトリウム等が挙げられる。
【０１１３】
　この中でも特に好ましいキレート剤としては、アラニン、エデト酸２ナトリウム、エデ
ト酸２ナトリウムカルシウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、ポ
リリン酸ナトリウム、メタリン酸ナトリウム等を挙げられる。
　増粘剤としては、増粘を示す成分であれば特に限定されないが、キサンタンガム、カル
ボキシルビニルポリマー及びアクリル酸系ポリマーを挙げることができる。
【０１１４】
　その他添加剤としては、以下のものが挙げられる。
　ノニオン性高分子としては、アラビアゴム及びトラガントゴム等の天然ゴム類、サポニ
ン等のグルコシド類、メチルセルロース、カルボキシセルロース及びヒドロキシメチルセ
ルロース等のセルロース誘導体、リグニンスルホン酸塩、セラック等の天然高分子、ポリ
アクリル酸塩、スチレン－アクリル酸共重合物の塩、ビニルナフタレン－マレイン酸共重
合物の塩、β－ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物のナトリウム塩及びリン酸塩など
の陰イオン性高分子やポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリエチレングリ
コール、ポリオキシエチレン脂肪酸エステルメチルグリコシド等を挙げることができる。
【０１１５】
　油脂類としては、アボガド油、アーモンド油、オリーブ油、カカオ油、ゴマ油、サフラ
ワー油、大豆油、椿油、パーシック油、ひまし油、ミンク油、綿実油、モクロウ、ヤシ油
、卵黄油、パーム油、パーム核油、合成トリグリセライド及びホホバ油等が挙げられる。
炭化水素としては、流動パラフィン、ワセリン、セレシン、マイクロクリスタリンワック
ス及びイソパラフィン等が挙げられる。ロウ類としては、ミツロウ、鯨ロウ、ラノリン、
カルナバロウ、キャンデリラロウ及びその誘導体等が挙げられる。
【０１１６】
　高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソ
ステアリン酸、オレイン酸、ベヘニン酸、ウンデシレン酸、ラノリン脂肪酸、硬質ラノリ
ン脂肪酸及び軟質ラノリン脂肪酸等が挙げられる。
【０１１７】
　高級アルコールとしては、ラウリルアルコール、セタノール、セトステアリルアルコー
ル、ステアリルアルコール、オレイルアルコール、ベヘニルアルコール、ラノリンアルコ
ール、水添ラノリンアルコール、へキシルデカノール及びオクチルドデカノール等が挙げ
られる。
　エステル油としては、ミリスチン酸イソプロピル及びステアリン酸ブチル等を、揮発性
及び不揮発性の油分としては、金属石鹸、ジメチルポリシロキサン、ポリエーテル変性シ
リコーン、アルコール変性シリコーン、メチルフェニルポリシロキサン、エポキシ変性シ
リコーン、フッ素変性シリコーン、アルキル変性シリコーン、アルコキシ変性シリコーン
、アミノ変性シリコーン及び揮発性シリコーン等のシリコーン類等が挙げられる。
【０１１８】
　保湿剤としては、トリメチルグリシン、ソルビトール、ラフィノース、ピロリドンカル
ボン酸塩類、乳酸塩類、ヒアルロン酸塩類及びセラミド類等が挙げられる。
【０１１９】
　水溶性及び油溶性高分子としては、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセ
ルロース、ヒドロキシエチルセルロースヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロ
リドエーテル、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、
メチルヒドロキシプロピルセルロース、可溶性デンプン、カルボキシメチルデンプン、メ
チルデンプン、アルギン酸プロピレングリコールエステル、ポリビニルアルコール、ポリ
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ビニルピロリドン、ポリビニルメチルエーテル、カルボキシビニルポリマー、ポリアクリ
ル酸塩、グアーガム、ローカストビンガム、クインスシード、カラギーナン、ガラクタン
、アラビアガム、ペクチン、マンナン、デンプン、キサンタンガム、デキストラン、サク
シノグルカン、カードラン、ヒアルロン酸、ゼラチン、カゼイン、アルブミン、コラーゲ
ン、メトキシエチレン無水マレイン酸共重合体、両性メタクリル酸エステル共重合体、ポ
リ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム、ポリアクリル酸エステル共重合体、ポリ酢酸ビ
ニル、ニトロセルロース及びシリコーンレジン等が挙げられる。
【０１２０】
　金属イオン封鎖剤としては、エチレンジアミン四酢酸及びその塩類、ヒドロキシエチレ
ンジアミン三酢酸及びその塩類、リン酸、アスコルビン酸、コハク酸、グルコン酸、ポリ
リン酸塩類、メタリン酸塩並びにヒノキチール類が挙げられる。
【０１２１】
　紫外線吸収剤としては、ベンゾフェノン誘導体、パラアミノ安息香酸誘導体、パラメト
キシ桂皮酸誘導体及びサリチル酸誘導体等が挙げられる。
【０１２２】
　美白剤としては、アルブチン、コウジ酸、アスコルビン酸、ヒノキチール及びその誘導
体等が挙げられる。
【０１２３】
　血行促進剤としては、センブリエキス、セファランチン、ビタミンＥ及びその誘導体、
ガンマーオリザノール、トウガラシチンキ、ショオウキョウチンキ、カンタリスチンキ、
ニコチン酸ベンジルエステル等が挙げられる。
【０１２４】
　抗炎症剤としては、グリチルレチン酸、グリチルリチン酸誘導体、アラントイン、アズ
レン、アミノカプロン酸及びヒドロコルチゾン等が挙げられる。
【０１２５】
　収斂剤としては、酸化亜鉛、硫酸亜鉛、アラントインヒドロキシアルミニウム、塩化ア
ルミニウム、スルホ石炭酸亜鉛及びタンニン酸等が挙げられる。
【０１２６】
　酸化防止剤としては、トコフェロール類、ＢＨＡ、ＢＨＴ、没食子酸及びＮＤＧＡ等が
挙げられる。
【０１２７】
　メントール及びカンフルなどの清涼剤、抗ヒスタミン剤、高分子シリコーン及び環状シ
リコーン等のシリコーン系物質、エストラジオール、エストロン及びエチニルエストラジ
オールなどの皮脂抑制剤、イオウ、サリチル酸及びレゾルシンなどの角質剥離・溶解剤等
が挙げられる。
【０１２８】
　染料としては、黄色４０３号（１）などのニトロ系色素；だいだい色２０５号、黄色４
号、黒色４０１号などのアゾ染料、緑色４０１号などのニトロソ染料；青色２０５号など
のトリフェニルメタン染料；赤色１０６号、黄色２０２号（１）などのキサンテン染料；
黄色２０３号などのキノリン染料、紫色４０１号、緑色２０１号などのアントラキノン染
料；青色２号などのインジゴ染料、緑色２０４号などのピレン系タール染料などが挙げら
れる。
【０１２９】
　その他にも、カキョクエキス、Ｎ－メチル－Ｌ－セリン、ホエイ、ニコチン酸アミド、
ジイソプロピルアミンジクロロ酢酸、メバロン酸、γ－アミノ酪酸（γ－アミノ－β－ヒ
ドロキシ酪酸を含む）、アルテアエキス、アロエエキス、アンズ核エキス、ウコンエキス
、ウーロン茶エキス、海水乾燥物、加水分解コムギ末、加水分解シルク、カロットエキス
、キューカンバエキス、ゲンチアナエキス、酵母エキス、米胚芽油、コンフリーエキス、
サボンソウエキス、ジオウエキス、シコンエキス、シラカバエキス、セイヨウハッカエキ
ス、センブリエキス、ビサボロ－ル、プロポリス、ヘチマエキス、ボダイジュエキス、ホ
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ップエキス、マロニエエキス、ムクロジエキス、メリッサエキス、ユーカリエキス、ユキ
ノシタエキス、ローズマリーエキス、ローマカミツレエキス、ローヤルゼリーエキス、海
草、米ヌカ、カンゾウ、チンピ、トウキ、モモノハの粉砕物、スフィンゴ脂質、グアイア
ズレン及びビタミンＣ、コンドロイチン硫酸ナトリウム、ムコイチン硫酸、カロニン硫酸
、ケラト硫酸、デルマタン硫酸、シロキクラゲ抽出物、シロキクラゲ多糖体、フコイダン
、チューベロース多糖体、天然由来多糖体、クエン酸、酒石酸、乳酸等の有機酸及びその
塩、尿素、２－ピロリドン－５－カルボン酸及びそのナトリウム等の塩、ベタイン（トリ
メチルグリシン）、プロリン、ヒドロキシプロリン、アルギニン、リジン、セリン、グリ
シン、アラニン、フェニルアラニン、チロシン、β－アラニン、スレオニン、グルタミン
酸、グルタミン、アスパラギン、アスパラギン酸、システイン、シスチン、メチオニン、
ロイシン、イソロイシン、バリン、トリプトファン、ヒスチジン、タウリン等のアミノ酸
類及びその塩、ケラチン分解ペプチド、加水分解ケラチン、コラーゲン、魚由来コラーゲ
ン、アテロコラーゲン、ゼラチン、エラスチン、コラーゲン分解ペプチド、加水分解コラ
ーゲン、塩化ヒドロキシプロピルアンモニウム加水分解コラーゲン、エラスチン分解ペプ
チド、コンキオリン分解ペプチド、加水分解コンキオリン、シルク蛋白分解ペプチド、加
水分解シルク、ラウロイル加水分解シルクナトリウム、大豆蛋白分解ペプチド、小麦蛋白
、小麦蛋白分解ペプチド、加水分解小麦蛋白、カゼイン分解ペプチド等の蛋白ペプチド類
及びその誘導体、パルミトイルオリゴペプチド、パルミトイルペンタペプチド、パルミト
イルテトラペプチド等のアシル化ペプチド類、シリル化ペプチド類、乳酸菌培養液、酵母
抽出液、卵殻膜タンパク、牛顎下腺ムチン、ヒポタウリン、ゴマリグナン配糖体、グルタ
チオン、アルブミン、乳清、塩化コリン、ホスホリルコリン、胎盤抽出液、エアラスチン
、コラーゲン、アロエ抽出物、ハマメリス水、ヘチマ水、カモミラエキス、カンゾウエキ
ス、コンフリーエキス、シルクエキス、イザヨイバラエキス、セイヨウノコギリソウエキ
ス、ユーカリエキス、メリロートエキス等の動物・植物抽出成分、天然型セラミド（タイ
プ１、２、３、４、５、６）、ヒドロキシセラミド、疑似セラミド、スフィンゴ糖脂質、
セラミド及び糖セラミド含有エキス等のセラミド類が添加剤として用いられる。
【０１３０】
　さらに、必要に応じて一般的に化粧料又は皮膚外用剤に配合される添加成分、例えば油
性基剤、感触向上剤、高分子、ゲル化剤、溶剤、噴射剤、還元剤、酸化剤、防腐剤、抗菌
剤、酸、アルカリ、粉体、無機塩、ビタミン類及びその誘導体類、消炎剤、育毛用薬剤、
刺激剤、ホルモン類、抗しわ剤、抗老化剤、ひきしめ剤、冷感剤、温感剤、創傷治癒促進
剤、刺激緩和剤、鎮痛剤、細胞賦活剤、植物・動物・微生物エキス、鎮痒剤、角質剥離・
溶解剤、制汗剤、酵素、核酸、色素、着色剤、染料、顔料等を配合することもできる。
【０１３１】
　本発明の油膜形成性乳化組成物は一般式（１）に示す化合物と、油溶性物質と水を混合
することにより得られる。
【０１３２】
　本発明の油膜形成性乳化組成物は、混合する方法は特に限定されるものではなく、攪拌
子による攪拌、ホモミキサーやディスパーを用いた攪拌、超高圧ホモジナイザー（マイク
ロフルイダイザー）を用いた攪拌などが挙げられる。混合において溶剤を添加してもよく
、添加する溶剤の具体例としては、エチルアルコール、イソプロピルアルコール、プロピ
レングリコール、グリセリンなどのアルコール類等を使用することができる。また、混合
する温度は均一に混合される温度ならば、特に限定されないが、使用する原料の凝固点以
上から沸点以下であればよい。混合する順番については、特に限定されない。例えば、一
般式（１）に示す化合物と油溶性物質を混合し、その後、その他の添加物、水、又は溶剤
等を添加して混合してもよく、一般式（１）に示す化合物と油溶性物質を混合後、次にそ
の他の添加物を混合し、その混合物に水又は溶剤を添加して混合してもよい。
【０１３３】
　本発明の組成物は、水への可溶性が高く、かつ界面活性剤の含有量が少ない。そのため
、皮膚へ塗布した場合であっても、べたつきがない。加えて、本発明の組成物は透明性が
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高いため、様々な用途に用いられやすい。
【０１３４】
［染毛剤］
　本発明の染毛剤は、本発明の油膜形成性乳化組成物に着色剤を配合した組成物を毛髪に
塗布することにより、耐水性に優れる着色皮膜を毛髪表面に形成するものである。
　本発明の染毛剤は着色剤を含んでもよい。
　着色剤としては、無機顔料、有機顔料、パール顔料、積層粉体などが挙げられる。
【０１３５】
　無機顔料の具体例としては、酸化鉄、群青、酸化クロム、カーボンブラックなどの有色
顔料；酸化亜鉛、酸化チタン、炭酸カルシウムなどの白色顔料；タルク、マイカ、カオリ
ンなどの体質顔料を例示することができる。
　有機顔料の具体例としては、レーキ、不溶性色素などが挙げられる。
【０１３６】
　パール顔料の具体例としては、パール粉末、オキシ塩化ビスマス、雲母、金属酸化物被
覆雲母（例えば、雲母チタン、酸化鉄被覆雲母、酸化鉄被覆雲母チタン、黒酸化鉄被覆雲
母、黒酸化鉄被覆雲母チタン、黄酸化鉄被覆雲母、酸化鉄・黒酸化鉄被覆雲母チタン、コ
ンジョウ被覆雲母チタン、酸化鉄・コンジョウ被覆雲母チタン、カルミン被覆雲母チタン
、硫酸バリウム被覆雲母チタンなど）、金属酸化物被覆アルミナフレーク、金属酸化物被
覆シリカフレーク、多層コートパール顔料（例えば、ＴｉＯ２－ＳｉＯ２－ＴｉＯ２－Ｍ
ｉｃａなど）などが挙げられる。
【０１３７】
　積層粉体の具体例としては、アルミニウム、金、銀などの金属層を有していてもよいポ
リエステル－エポキシ樹脂積層体、ポリエステル－アクリル樹脂積層体、ポリエステル－
ポリオレフィン樹脂積層体などが挙げられる。
　上記の中では、毛髪上で美しい光沢を有し、明るい髪を演出する観点から、パール顔料
を用いることが好ましい。
　これらの着色剤は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組合せて用いてもよい
。
【０１３８】
　用いる着色剤の大きさは、容器に収納した際の審美性および毛髪上で美しい光沢を有す
る観点から、無機顔料、有機顔料、パール顔料の場合、平均粒径が５～２００μｍのもの
が好ましく、１０～５０μｍのものがより好ましい。また、積層粉体を用いる場合、平面
面積が０．００１～０．５ｍｍ２のものが好ましく、０．００１～０．３ｍｍ２のものが
より好ましい。尚、平面面積とは、積層粉体の一方の平面における面積を意味する。
【０１３９】
　着色剤成分の含有量は、所望の効果が充分に付与されるのであれば特に限定されないが
、通常、光沢の美しさおよび明るい髪を演出する観点から、組成物中、０．５重量％以上
が好ましく、より好ましくは１重量％以上である。また、剥離による色落ちや色移りの観
点から、組成物中、１５重量％以下が好ましく、より好ましくは１０重量％以下である。
これらの観点から、油膜形成性乳化組成物の含有量は、好ましくは０．５～１５重量％、
より好ましくは１～１０重量％である。
【０１４０】
［香気持続性製剤］
　本発明の香気持続性製剤は本発明の油膜形成性乳化組成物に香気成分を配合した組成物
を身体や毛髪等に塗布することにより、耐水性に優れる香気持続性皮膜をそれら表面に形
成するものである。
【０１４１】
［日焼け止め化粧料］
　本発明の日焼け止め化粧料は本発明の油膜形成性乳化組成物に紫外線吸収剤や紫外線散
乱剤を配合した組成物を身体や毛髪に塗布することにより、耐水性に優れる紫外線防護皮
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　本発明の日焼け止め化粧料には、有機物質からなる紫外線吸収剤や紫外線散乱効果のあ
る無機微粒子の少なくとも一方を配合するのが好ましい。
【０１４２】
　紫外線吸収剤としては、たとえばパラメトキシ桂皮酸エチルヘキシル等のパラメトキシ
桂皮酸エステル類や、パラアミノ安息香酸エチル等のパラアミノ安息香酸エステル類等の
ＵＶ Ｂ 吸収剤、２ － ヒドロキシ－ ４ － メトキシベンゾフェノン等のオキシベンゾ
ン類等のＵＶ Ａ 吸収剤を用いることができる。
【０１４３】
　これらの紫外線吸収剤としては、シリカ、ローストビーンガム、コラーゲン、シリコン
レジンポリペプチド等から形成されるカプセルに内包したものも使用できる。たとえば紫
外線吸収剤内包シリカカプセルとして、ユーソレックスの製品名（ メルク社製） で市販
されているものを使用することができ、またローストビーンガムのカプセル体として、た
とえばフィトスフィアの製品名（ コレチカ社製） で市販されているものを使用すること
ができる。
【０１４４】
　さらに、紫外線散乱剤として微粒子酸化チタン、酸化亜鉛、酸化ジルコニウム、酸化セ
リウム等を使用することができる。またアルミナ等により親水化処理したものやシリコン
等で疎水処理を行ったものも使用できる。
　本発明の組成物は、家電製品、傘、衣料品、日用品、スポーツ用品等の表面の他、二輪
車、自動車、航空機等の塗装面に撥水性を付与するのに好適である。
【０１４５】
［ワックス］
　本発明のワックスは本発明の油膜形成性乳化組成物にワックスを配合した組成物を自動
車や日用品等に塗布することにより、耐水性に優れる撥水性皮膜をそれら表面に形成する
ものである。
【実施例】
【０１４６】
　以下、本実施の形態を実施例及び比較例によってさらに具体的に説明するが、本実施の
形態は、これらの実施例のみに限定されるものではない。
【０１４７】
［実施例１～２、比較例１～２］
（油膜形成能）
　油溶性赤色染料を配合した毛髪処理剤を表1のとおり調製した。調整した毛髪処理剤を
クロロホルムで１００倍希釈し、５５０ｎｍの吸光度を分光光度計で測定することにより
、毛髪処理剤中の油溶性成分の量と吸光度の関係を示す検量線を予め作成した。なお、顕
微鏡観察の結果、表１の組成物はいずれも水中油型（Ｏ／Ｗ型）乳化組成物であった。
【０１４８】
　毛髪処理剤１ｇを毛束１ｇに塗布した後、２００ｍｌの純水で１０秒間濯ぎ、４０℃で
１時間乾燥した。当該毛束を適量のクロロホルムで抽出し、抽出液の５５０ｎｍの吸光度
を測定することにより、毛束表面に形成された油膜重量（残存油分）を求めた。結果を表
１に示した。
【０１４９】
　本発明の油膜形成性乳化組成物を含む実施例１と２は、比較例１と２に比べ残存油分が
格段に多く、水で濯いだ後にもかかわらず毛髪表面に十分量の油膜が形成されていること
が、表１の結果より明白である。
【０１５０】
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【表１】

【０１５１】
（表中の組成は質量部）
（注１）旭化成ケミカルズ（株）「ペリセアＬ－３０」（２９％）
（注２）ノベオン社「カーボポールＥＤＴ２０２０」（１％水溶液　水酸化ＮａでｐＨ７
に調製）
（注３）旭化成ケミカルズ（株）「アミノコート」
（注４）花王（株）「カルコール６０９８」
（注５）カネダ（株）「ハイコールＫ－１６０」
（注６）日光ケミカルズ（株）「ＭＳＧ－ＡＳＥＶ」
（注７）日光ケミカルズ（株）「ＢＣ－２０」
（注８）日光ケミカルズ（株）「ＨＣＯ－２０」
（注９）ナルコジャパン（株）「マーコート５５０」（１０％）
（注１０）和光純薬工業（株）「スダンＩＩＩ（Ｓ０１４２）」
【０１５２】
［実施例３～４、比較例３～４］
（染毛剤）
　表２に示す組成で染毛剤を調製し、官能評価パネル２０名により評価した。染毛剤を毛
髪に塗布したのち流水で濯ぎ、ヘアドライアー乾燥した後、下記基準に従って染毛性を評
価した。結果を表２に示した。なお、顕微鏡観察の結果、表２の組成物はいずれも水中油
型（Ｏ／Ｗ型）乳化組成物であった。
○：２０名中１６名以上が、染毛性があると回答
△：２０名中１０～１５名が、染毛性があると回答。
×：２０名中９名以下が、染毛性があると回答。
　本発明の油膜形成性乳化組成物を含む実施例３と４は、比較例３と４に比べ染毛性が良
好であることが、表２の結果より明白である。
【０１５３】
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【表２】

【０１５４】
（表中の組成は質量部）
（注１）旭化成ケミカルズ（株）「ペリセアＬ－３０」（２９％）
（注２）ノベオン社「カーボポールＥＤＴ２０２０」（１％水溶液　水酸化ＮａでｐＨ７
に調製）
（注３）花王（株）「カルコール６０９８」
（注４）カネダ（株）「ハイコールＫ－１６０」
（注５）日光ケミカルズ（株）「ＭＳＧ－ＡＳＥＶ」
（注６）日光ケミカルズ（株）「ＢＣ－２０」
（注７）日光ケミカルズ（株）「ＨＣＯ－２０」
（注８）マール社製「デュオクロムYB」
（注９）メルク社製「イリオジン５２４」
【０１５５】
［実施例５～６、比較例５～６］
（香気持続性製剤）
　表３に示す組成で香気持続性製剤を調製し、官能評価パネル２０名により評価した。香
気持続性製剤を毛髪に塗布したのち流水で濯ぎ、２４時間後の毛髪の香気を下記基準に従
って評価した。結果を表３に示した。なお、顕微鏡観察の結果、表３の組成物はいずれも
水中油型（Ｏ／Ｗ型）乳化組成物であった。
○：２０名中１６名以上が、香気があると回答
△：２０名中１０～１５名が、香気があると回答。
×：２０名中９名以下が、香気があると回答。
　本発明の油膜形成性乳化組成物を含む実施例５と６は、比較例５と６に比べ香気持続性
が良好であることが、表３の結果より明白である。
【０１５６】
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【表３】

【０１５７】
（表中の組成は質量部）
（注１）旭化成ケミカルズ（株）「ペリセアＬ－３０」（２９％）
（注２）ノベオン社「カーボポールＥＤＴ２０２０」（１％水溶液　水酸化ＮａでｐＨ７
に調製　　　　　）
（注３）旭化成ケミカルズ（株）「アミノコート」
（注４）花王（株）「カルコール６０９８」
（注５）カネダ（株）「ハイコールＫ－１６０」
（注６）日光ケミカルズ（株）「ＭＳＧ－ＡＳＥＶ」
（注７）日光ケミカルズ（株）「ＢＣ－２０」
（注８）日光ケミカルズ（株）「ＨＣＯ－２０」
（注９）ナルコジャパン（株）「マーコート５５０」（１０％）
（注１０）プロナロム社「Ｐ－１０２」
（注１１）プロナロム社「Ｐ－０９３」
【０１５８】
［実施例７～８、比較例７～８］
（日焼け止め化粧料）
　表４に示す組成で日焼け止め化粧料を調製し、耐水性試験を実施した。なお、顕微鏡観
察の結果、表４の組成物はいずれも水中油型（Ｏ／Ｗ型）乳化組成物であった。
　耐水性は、ＦＤＡ（米国食品医薬品局）に準じた方法で、ＳＰＦ（Sun Protection Fac
tor) 値を用いて評価した。ここでＳＰＦ値は、サンプル塗布部のＭＥＤ／サンプル無塗
布部のＭＥＤで算出され、数値が高い程、紫外線防御効果が高い。ＭＥＤは最小紅斑量を
示し、紫外線照射により紅斑が認められる最小の紫外線量である。
【０１５９】
　実施例７、８、及び比較例７、８の日焼け止め化粧料を、被検者成人男女10名の背部に
２ mg/cm2 の割合で20cm2 の部分に塗布してＳＰＦ値を測定した。
　その後、隣接する部位に再度これら試料を塗布して十分に乾燥させた後、屋内プールで
20分間水泳等の水中運動を行わせ、20分間の休憩をはさんで再び20分間水中運動を行わせ
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、次いでタオルを使わずに乾燥させた後、再びＳＰＦ値を測定し各被験者の平均値により
表した。結果を表４に示した。
【０１６０】
　尚、ＳＰＦ値は、光源としてキセノンアークソーラーシミュレーターを用いて測定した
。
　本発明の油膜形成性乳化組成物を含む実施例７と８は、比較例７と８に比べ浸水に伴う
ＳＰＦ値の低下が極めて少なく、耐水性が良好であることが、表４の結果より明白である
。
【０１６１】
【表４】

【０１６２】
（表中の組成は質量部）
（注１）旭化成ケミカルズ（株）「ペリセアＬＢ－１０」（１０％）
（注２）日光ケミカルズ（株）「ＭＳＧ－ＡＶ」
（注３）日光ケミカルズ（株）「ＢＣ－２０」
（注４）日光ケミカルズ（株）「ＧＯ－４４０Ｖ」
（注５）花王（株）「カルコール２２０－８０」
（注６）日光ケミカルズ（株）「Ｔｒｉｆａｔ　Ｓ－３０８」」
（注７）東京化成工業（株）「４－メトキシ桂皮酸２－エチルヘキシル」
（注８）東京化成工業（株）「２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン」
（注９）テイカ（株）「ＭＴ－５００Ｈ」
（注１０）大日本住友製薬（株）「エコーガム」（２％）
【０１６３】
［実施例９～１０、比較例９～１０］
（自動車用ワックス）
　表５に示す組成で自動車用ワックスを調製し、チオン電着塗装片面メラミン焼き付け塗
装板（ Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ ３ １ ４ １ （ Ｓ Ｐ ｃ ｃ   Ｓ Ｄ ）０ ． ６ ｃ ｍ × ５ 
ｃ ｍ × １ ５ ｃ ｍ ） に塗布し、塗膜直後と浸水後（水道水に１時間浸漬）の塗膜の
撥水性を接触角で評価した。結果を表５に示した。なお、顕微鏡観察の結果、表５の組成
物はいずれも水中油型（Ｏ／Ｗ型）乳化組成物であった。
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 本発明の油膜形成性乳化組成物を含む実施例９と１０は、比較例９と１０に比べ浸水に
伴う接触角の低下が極めて少なく、耐水性が良好であることが、表５の結果より明白であ
る。
【０１６４】
【表５】

【０１６５】
（表中の組成は質量部）
（注１）旭化成ケミカルズ（株）「ペリセアＬ－３０」（２９％）
（注２）日光ケミカルズ（株）「ＭＳＧ－ＡＶ」
（注３）日光ケミカルズ（株）「ＢＣ－２０」
（注４）日光ケミカルズ（株）「ＧＯ－４４０Ｖ」
（注５）横関油脂（株）「キャンデリラワックス」
（注６）横関油脂（株）「カルナウバワックス」
（注７）カネダ（株）「ハイコールＫ－１６０」
【産業上の利用可能性】
【０１６６】
　本発明により、Ｏ／Ｗ型でありながら耐水性に優れた油膜を形成する乳化組成物を提供
することが可能となる。本発明の油膜形成性乳化組成物は染毛剤、香気持続性製剤、日焼
け止め化粧料、毛髪保護剤(熱や紫外線からの保護や湿度保持等)など耐水性の油膜が要求
される用途の他、家電製品、傘、衣料品、日用品、スポーツ用品、二輪車、自動車、航空
機等に撥水性を付与するワックスに好適に用いられる。
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